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６ 確認申請書等のヒアリング
 確認申請書等の内容についてのヒアリング
は原則として行わない。
 ヒアリング実施の必要が生じた場合は別途
通知する。この場合、出席者は、確認申請書
等の内容を説明できる者とする。

７ 入札保証金及び契約保証金
 入札保証金
 入札参加者は、入札保証金を機構に納付
することとする。ただし、水資源債券の提
供又は銀行等の保証をもって入札保証金の
納付に代えることができる。また、入札保
証保険契約の締結又は契約保証の予約を受
けた場合は、入札保証金を免除する。
 提出方法 ５に同じ。
 提出期間 ５に同じ。
 提出先 ５契約担当窓口に同じ。
 契約保証金 受注者は、契約保証金を機構
に納付することとする。ただし、水資源債券
の提供、銀行等又は保証事業会社の保証を
もって契約保証金の納付に代えることができ
る。
公共工事履行保証証券による保証を付し、
又は履行保証保険契約の締結を行った場合
は、契約保証金の納付を免除する。

８ 開札
開札において、予定価格の制限に達した価格
の入札がないときは、再度の入札を行う。
９ 入札の無効等

競争参加資格のある者のした入札であって
も、確認申請書等に虚偽の記載をした者の入札、
競争契約入札心得及び現場説明書において示し
た入札に関する条件に違反した入札並びに開札
時において、「２ 競争参加資格」に掲げる資格
のない者のした入札は、無効とするとともに、
無効の入札を行った者を落札者としていた場合
には落札決定を取り消すこととする。
10 落札者の決定方法
予定価格（工事価格と点検価格の総価）の制
限範囲内で３の評価値が最も高い者を落札者
とする。ただし、落札者となるべき者の入札価
格によっては、その者により当該契約の内容に
適合した履行がなされないおそれがあると認め

られるとき、又はその者と契約を締結すること
が公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれが
あって著しく不適当であると認められるとき
は、予定価格の制限の範囲内の価格をもって入
札した他の者のうち、３の評価値が最も高い
者を落札者とすることがある。
11 低入札価格調査
工事価格に係る低価格入札については、その
価格より当該契約の内容に適した履行がされな
いおそれがあるかどうかについて、「低入札価格
調査」を行う。
なお、このうち、著しい低価格により、品質
確保がなされないおそれがあると認められる場
合は、積算の合理性や現実性等を徹底して調査
する「重点調査」を実施する。
12 契約書の作成
別冊契約書案により、契約書を作成するもの
とする。
ただし、低入札価格調査を受けた者との契約
については、前金払の割合を工事価格に対する
請負代金額の「10分の４以内」から「10分の２
以内」とする。
13 配置予定技術者の確認

落札者の決定後（契約締結後）、資格要件を
満たしていないことが判明した場合又はＣＯＲ
ＩＮＳ等により配置予定技術者の専任制違反の
事実が確認された場合には、契約を結ばない（解
除する）ことがある。
14 別に配置を求める技術者
本工事は専任の配置予定技術者の配置が義務
づけられているが、配置予定技術者とは別に同
等の要件を満たす技術者の配置を求めることが
ある。（入札説明書参照）
15 関連情報を入手するための照会窓口
関連情報を入手するための照会窓口は、５
契約担当窓口に同じ。
16 入札の延期等
 不正な行為等があると認められるときは、
入札の延期若しくは中止又は落札者の決定若
しくは契約の締結の取消しをすることがあ
る。
 機構の事由により、入札の延期又は中止を
することがある。

17 独立行政法人が行う契約の公表
独立行政法人が行う契約については、「独立行
政法人の事務・事業の見直しの基本方針」(平
成22年12月７日閣議決定）において、独立行政
法人と一定の関係を有する法人と契約をする場
合には、当該法人への再就職の状況、当該法人
との間の取引等の状況について情報を公開する
などの取組を進めるとされていることから、該
当する法人は、機構との関係に係る情報を機構
のホームページで公表する。
公表の対象となる契約の詳細は、以下による。
http://www.water.go.jp/honsya/honsya/

keiyaku/index.html

18 その他
 契約の手続きにおいて使用する言語及び通
貨は、日本語及び日本国通貨に限る。
 手続きにおける交渉の有無 無
 本工事に直接関連する他の工事の請負契約
を本工事の請負契約の相手方と随意契約によ
り締結する予定の有無 無
 詳細は入札説明書による。
19 Summary

 Contracting Entity : Hidehiko Hioki, Ex‑

ecutive Vice President, Japan Water Agen‑

cy

 Classification of the products to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Construc‑

tion Work of Intake, Discharge and Other

Related Facilities of Nanma Dam

 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification : 17 : 00 4 November, 2020

 Time‑limit for the submission of tenders :

17 : 00 13 January, 2021 (submitted by

mail ; 17 : 00 13 January, 2021)

 Contact point for the tender docu‑

mentation : China Kawamoto, Procurement

Design Division, General Engineering Af‑

fairs Department, Japan Water Agency,

112, Shintoshin, Chuo‑ku, Saitamashi,
Saitama, 3306008 Japan. TEL 048600
6534 FAX 0486006588

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
令和２年９月 14 日
（契約責任者）
西日本高速道路株式会社 四国支社

支社長 野口 和也
◎調達機関番号 419 ◎所在地番号 37
〇第 20 号
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 松山自動車道 松山ＩＣ管理施設
増築工事（不落札協議対象・電子入札対象）
 工事場所
自）愛媛県松山市井門町
至）愛媛県松山市井門町

 工事内容 本工事は、松山ＩＣ管理施設の
増築及び改修、付帯施設の改修工事を行うも
のである。
 工事概算数量
事務所棟 増築 Ｓ造 ２階建 2538
事務所棟 改修 ＲＣ造 ２階建
1674
立体駐車場棟 新築 Ｓ造 ２層３段
3094
給油施設 新築 ＲＣ造 軽油30、
ガソリン６
資機材倉庫棟 新築 Ｓ造 ２階建
430
雪氷詰所棟 新築 Ｓ造 平屋建 263
雪氷詰所棟 改修 Ｓ造 平屋建 90
電気室棟 改修 Ｓ造 平屋建 90
小型車庫棟 改修 Ｓ造 平屋建 231
仮設事務所 新築 ＰＨ造 平屋建
333
自転車置場 新築 Ｓ造 平屋建 54
浄化槽 新築 ＦＲＰ製 296人槽
事務所棟 撤去 Ｓ造 ２階建 123
中型車庫棟 撤去 Ｓ造 平屋建 263
雪氷詰所棟 撤去 ＲＣ造 平屋建 90
煙火火薬庫 撤去 Ｓ造 平屋建 ５
油庫 撤去 ＣＢ造 平屋建 20
ゴミ仮置き場 撤去 Ｓ造 平屋建 20
自転車置場 撤去 Ｓ造 平屋建 30
外構工事
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